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Ⅳ 香花仏教の信仰的実践  

１ 做慚、契神などの信仰的実践  

２ 功徳法会  

３ 香花葬儀  

４ 民間信仰のエコロジー：信者、シャーマンと香花廟  
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３ 「不完全なる収奪」  

Ⅱ 現代中国におけるイデオロギー・テクスト  

１ イデオロギー・テクストの曖昧性と多義性  

２ イデオロギー・テクストとしての「人間仏教」  
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Ⅲ 香花仏教をめぐる宗教表象と曖昧な合法性  

Ⅳ イデオロギー・テクストと結びつけて自己表象を再構築する  

１ 何南鳳と香花仏教の起源＝「愛国愛教」と「宗教の中国化」  

２ 「三教合一」＝「民族団結」と「多元一体」  

３ 「非物質文化遺産」＝香花仏教に対する承認  

４ 「人間仏教」＝香花仏教  

5 イデオロギー・テクストと結びつけて香花表象を再構築する  

Ⅴ 「不完全なる収奪」をめぐる主体構築  

１ 主体構築における仏教と国家の配置関係  

２ 「不完全なる収奪」：国家という他者を内面化する主体構築の力  

Ⅵ 「不完全なる収奪」における仏教的主体と国家的主体との相互調整  

第二部（第五章〜第七章）  

第五章 霊的存在に呼びかけ、呼びかけられる――香花葬儀における人間・モノ・霊的存

在の相互交渉  

Ⅰ 重くなった金封  

Ⅱ 梅州における香花葬儀の現状と先行研究  

１ 香花葬儀の現在  

２ 中国における物質宗教研究  

Ⅲ 香花葬儀の変遷  

Ⅳ 香花葬儀の概要  

１ 事前準備：依代の製作と祭壇の設置  

２ 香花葬儀の構成  

Ⅴ 神画と音による「鬧熱」（ナオネイ）の製造  

１ 神画  

２ 音  

３ 「鬧熱」の場を作る  

Ⅵ 「引魂」と「化財宝」からみた生者と死者の間主観性  

１ 「引魂」  

２ 「化財宝」  

Ⅶ モノを介した人間と霊的存在との相互交渉  

第六章 「聖なる堆積」――神像の配置からみたモノとモノの連関  

Ⅰ 「聖なる堆積」  

Ⅱ モノ研究から物質宗教論へ  

１  モノ研究の二段階：認知と身体  

２ 漢人宗教におけるモノ研究：線香、神像と紙銭  

３ 物質宗教論からモノとモノの連関へ  
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Ⅲ 神像にまつわるモノたちのネットワーク  

１ 家庭で祭祀する神像  

２ 廟、神像と風水  

３ 神像と供物  

４ 神像、紙銭と香火  

５ 神像にまつわるモノたちのネットワーク  

Ⅳ モノたちの連関と聖なる堆積：神像と香火  

Ⅴ モノとモノの負の連関  

Ⅵ 「聖なる堆積」と「人間以前のエージェントとしてのモノ」  

第七章 「勢」を取る技法――モノとモノの連関を操作する風水実践  

Ⅰ 再現できない風味  

Ⅱ 物質宗教論から風水論、そして「勢を取る」へ  

１ 物質宗教論から風水論へ  

２ 風水論  

３ 分析概念としての「勢を取る」  

Ⅲ 梅州における風水状況  

Ⅳ 文廟をめぐる「勢」  

１ W 氏との出会い  

２ 事例１：口缺峰と文廟の風水  

３ 事例２：仙女塔で蛇神の七寸を打つ  

Ⅴ 香花画をめぐる「勢」  

１ 香花画を作る契機：油煙の山水画との出会い  

２ 香花画をめぐる創作技法と風水思想  

３ ２つの香花画からみた「勢を取る」技法  

４ 香花画をめぐる諸々のモノの連関からみた勢を取る技法  

Ⅵ 新たな風水の定義に向けて、「感覚的風水」  

終章 「第三の戦略」――モノたちの蜂起に寄せて  

Ⅰ 本論のまとめ  

Ⅱ 「第三の戦略」のさらなる可能性：宗教実践と岩田慶治の思想  

Ⅲ コロナ、物質―記号ネットワークとしての民族誌と新たな世界のあり方  

付録  

表１：本論におけるローカルタームと用語  

表２：香花の出来事に関する年表  

表３：香花葬儀の基本的構成と宗教的解釈  
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Ⅱ 論文の概要 

本論は、中国広東省梅州市におけるローカルな仏教集団・香花（シャンファ）仏教を対

象とした民族誌であり、長期にわたるフィールドワークに基づく詳細な民族誌記述を通じ

て、権力者が特定の現実を構築する力と、現場の人々がそれとは異なる現実を見出す方法

を、物質記号論（Material Semiotics）の立場から理論的に考察するものである。著者は

2016 年春から約 3 年間、さらに 2021 年から 2023 年 3 月まで、梅州市梅県区および梅江

区を中心に、香花廟を含む複数の宗教・民間信仰施設において、長期的かつ断続的なフィ

ールドワークを実施しており、本論はその成果に基づいている。 

香花は、都市部・農村部の双方において、厄払い儀礼や葬儀を担う宗教職能者によって

実践されてきた。香花法師たちは一貫して自らを仏教徒と認識してきたが、その自認は長

らく国家によって承認されず、「迷信」として抑圧や排除の対象となってきた。しかし

2000 年代以降、香花は「地方仏教」という名目のもとで「仏教（香花派）」（又は、「仏教

香花」）という公式名称で限定的に認定されるに至る。本論は、こうした近代以降の上か

らの政策的介入の歴史と、そのなかで香花法師たちが宗教としての正統性を主張し、自ら

を合理的・合法的な存在として位置づけようとしてきた生存戦略を描き出す点に、重要な

民族誌的意義をもつ。 

 本論の第一の理論的関心は、香花をめぐる諸政策がいかなる政治経済的文脈のもとで形

成・運用されてきたのか、また、国家の介入と承認に巻き込まれた香花の人々が、国家イ

デオロギーをどのように受け止め、どのような感情・態度・想像力をもって主体を構築し

ていくのかという点にある。本論では、こうした過程を分析するなかで、統治者と被統治

者の双方が、表象や形式と現実との乖離を認識しつつ、それをあえて維持する「シニシズ

ム的姿勢」を体現していることを明らかにする。ここでは、シニシズムが単なる個人の心

理状態ではなく、政治的実践として現れること、即ち「シニシズムの政治」が成立してい

ることが示される。 

 第二の関心は、香花法師たちの日常的な信仰実践、とりわけ不可視な霊的存在や力（大

地の力、死者の霊、動物霊、神々、仏など）との関係に向けられる。国家による抑圧にも

かかわらず、こうした実践が存続してきた背景には、地方の信者たちの信仰心や物質的・

経済的支援がある。本論は、建国以降繰り返されてきた霊的実践の取り締まりが限定的な

効果しかもたなかったこと、改革開放以降、信仰実践が急速に再興・拡大した事実を踏ま

え、人間と霊的存在との関係がなぜ根強く存続するのかを理論的に解明しようとする。 

分析を通じて著者は、民間信仰の宇宙観の核心が、人間・霊的存在・諸物質から構成さ

れる「モノたちのネットワーク」にあると主張する。このネットワークにおいて、人間は

常に主体的な位置を占めるわけではなく、モノやそこに潜在する霊的な力が主体となり、

予期せぬ形で人々に呼びかけ、新たな世界の可能性を喚起する。人間が物質的身体をもつ

存在である限り、霊的存在との関係を完全に遮断することは不可能であり、モノたちは既
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存の現実とは異なる世界の可能性を人々に感じさせ続ける。 

 ただし、本論の目的は、国家・イデオロギーに基づくシニシズムと、宗教的実践におけ

るモノと霊的存在の連関を分断して描くことではなく、両者が「物質」という共通の基盤

をもつ点に着目し、物質の視点から後者が前者を相対化しうる可能性を示す点にある。香

花仏教の民族誌的記述を通じて、本論は、人々がシニカルに社会を見つつ霊的存在との関

係を保ち、その実践がいかにして支配的なシニシズムの政治にずれを生み出すのかを明ら

かにする。 

 構成として、本論は序論、第一部、第二部、終章から成る。 

序論では、シニシズムおよび物質宗教論に関する文化人類学の先行研究を整理し、シニ

シズムと宗教的なるものの定義を再検討する。そのうえで、本論の理論的位置づけを明確

にし、「シニシズムの人類学」という視座を提示するとともに、物質宗教論との関係を論

じ、「第三の戦略――モノたちの蜂起」という概念を理論的に導入する。 

第一部では、モノ研究の視点から香花仏教の概要を示した後、近代以降の香花をめぐる

政治的出来事を検討する。具体的には、香花に関する政策がどのような背景のもとで策

定・施行されたのかを分析し、複数のアクターが政策形成にいかに関与したのかを明らか

にする。さらに、香花法師たちが政策変動のなかでいかなる生存戦略をとり、国家や地方

政府とどのような関係を築いてきたのか、また国家イデオロギーへの態度の変化が主体形

成にどのような影響を与えたのかを検討する。 

第二部では、第一部で論じたシニシズムへの抵抗戦略として、物質記号論の観点からモ

ノのエージェンシーを検討する。葬儀、神像の取り扱い、風水実践という三つの場面を通

じて、モノがいかに人間の認識や感覚、実践に影響を与え、既存の物質記号システムに回

収されない新たな世界の可能性を開くのかを論じる。 

終章では、主権者とモノはいずれも物質を媒介として人々の身体に呼びかける存在であ

ることを踏まえ、主権者ではないモノの偶発的な呼びかけに応答することによって、「シニ

カルな身体」から脱する可能性が生まれると結論づける。そして、この応答のあり方を、

物質記号論における「第三の戦略――モノたちの蜂起」として再提起する。 

要するに本論は、梅州における香花仏教の事例を通じて、国家によって構築された唯物

論的世界観と霊的存在を含む非人間的モノたちが開示する宗教的世界観との相互交渉を描

き出し、シニシズムの時代を生き抜くための理論的・実践的可能性を提示している。 

 

Ⅲ 本論文の評価 

本論文は、先行研究においてほとんど取り上げられてこなかった香花仏教に焦点を当

て、長年にわたる現地での継続的かつ丹念なフィールドワークに基づいて、その宗教思

想・儀礼・実践の具体相を詳細に解明した、きわめて水準の高い民族誌である。とりわ

け、政治的にセンシティヴな調査環境のもとで、キーパーソンを媒介として「迷信」から

地方宗教へと承認されていく過程を描き出した点は、本研究の大きな成果であり、社会主
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義体制下における宗教の生存戦略を考察する事例としても重要な意義を有している。 

また、本論文は単なる十分な研究がなされてこなかった宗教の記述にとどまらず、「シニ

カルな身体」や物質記号論、モノのエージェンシーといった理論的枠組みを積極的に導

入・再構築し、今後の宗教研究にとって広く参照されうる理論的貢献を試みている点も高

く評価できる。とりわけ第 II 部における葬儀、「聖なる堆積」（神像が様々な経緯で宗教施

設に持ち込まれ集合的に祭祀されるようになること）、風水をめぐる分析は、民族誌的に

も非常に興味深く、「モノのエージェンシー」という立場を説得的に裏づけている。これ

らの議論は、人間主体中心の抵抗論を超え、近年の物質宗教論やモノ研究を統治権力批判

と接続しようとする独創的な試みとして、国際的にも評価されうる内容である。 

 さらに、「シニカルな身体」という概念は、中国に限らず、権威主義体制下に生きる人び

との生存様式を捉える汎用性を備えた概念として提示されており、現代世界における権威

主義化という広範な文脈においても理論的貢献が期待される。香花仏教という、民間信仰

と仏教、迷信と宗教、本音と建前の狭間に位置する実践を対象とすることで、服従でも露

骨な抵抗でもない、曖昧で揺れ動く実践の可能性を描き出した点は、本論文の大きな強み

である。 

 一方で、いくつかの課題も指摘できる。第一に、抵抗や「蜂起」の可能性を論じるので

あれば、宗教実践と生計、経済条件、生活基盤との関係について、より詳細な記述が求め

られる。地方仏教としての承認や文化財化によって生活が安定している場合、シニシズム

は必ずしも「克服すべき態度」ではなく、むしろ合理的な生活戦略とも解釈しうるため、

その評価軸については慎重な整理が必要であろう。 

第二に、法師同士や信者との社会関係、さらにはより広範な人間関係のなかでモノのエ

ージェンシーがどのように立ち現れるのかについての記述が相対的に少なく、モノの働き

が人間関係によって十分に説明可能なのではないか、という反論を招く余地が残されてい

る。また、モノのエージェンシーに感応する度合いの個人差や、文化的共有の有無といっ

た点についても、さらなる検討が望まれる。 

第三に、著者自身のポジショナリティ、即ち法師や信者が著者をいかなる存在として認

識し、どのような語りの枠組み（台本）のもとで語っていたのかについて、より明示的な

自己省察が加えられることで、民族誌としての説得力はいっそう高まると考えられる。 

構成面では、第 I 部（シニカルな身体）と第 II 部（モノからの呼びかけ）の議論が、事

例レベルで十分に交錯しておらず、統治権力の物質記号システムと、それを攪乱するモノ

の働きが具体的に絡み合う場面の描写が期待される。とくに、タイトルに掲げられた「シ

ニシズムへの抵抗戦略」については、実践者の側の戦略として十分に実証されているとい

うより、著者の理論的構想として読めてしまう側面があり、「戦略」という用語の妥当性を

含めて再検討の余地がある。 

 さらに、本論文では「物質記号システム」と宗教的モノの連関がやや二項対立的に配置

されているようにも読める。両者をよりフラットに捉え、ともにシニシズムを生み出しう
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る一方で、新たな可能性を内包するものとして再配置することで、議論はさらに精緻化さ

れるだろう。 

 12 月 15 日に行われた公開審査では上記の様々なコメントや質問が投げかけられたが、

邢君はそれらについて、一つ一つ丁寧に回答した。また今後本論文の公刊を目指す際に、

これらのコメントを踏まえて再度自身のフィールドデータを確認し、具体的な事例の説明

を補足していくとの意思を表明した。 

以上の課題を踏まえても、本論文は、コロナ禍という非常事態の環境の中で、現地の

人々との接触が制限されるという人類学的な調査研究にとって困難な状況下に置かれなが

らも、豊かな民族誌的記述を構築し、かつ物質宗教論を参照しながら従来のエージェンシ

ー論や宗教研究を理論的に更新しようとした意欲的な力作となっており、香花仏教研究の

みならず、中国宗教研究、さらには現代世界における宗教と権力の関係を考える上でも、

きわめて高い学術的価値を有する研究であると評価できる。 

 

Ⅳ 審査の結果  

本論文には、いくつかの今後精緻化が求められる課題があるとはいえ、それ以上の学術

的な価値の高さが十分認められ、中国研究のみならず、文化人類学におけるシニシズム論

やモノ研究、物質宗教論などの領域の発展に大いに寄与すると評価できる。  

以上の理由から、本論文を博士（社会学）の学位を授与するに値する論文と評価する。 


